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本格的普及を目指すオフィス用カラーレーザプリンタ
Color Laser Printer for World-Wide Office Use
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小型･軽量

日立製作所従来機比子

低価格･

低ランニングコスト

日立製作所従来機比÷

多種用紙対応

厚紙,ラベル用紙,

OHP用紙

消耗品の

交換が容易

H恥り事

′済
高画質

約24d/mml∽Odpり*1

高速

業界最高級の印字速度

カラー 4ppm*2

モノクロ16ppm

注:略語説明ほか OHP(OverheadProjector),*1印字密度,*2ページ/min

業界最高水準の小型･低価格･高性能カラー レーザ プリンタ

プレゼンテーション用資料作成やインターネットなど,カラー文書の出力が増加するオフィスのニーズを実現するカラーレーザプリンタ

"sL-l”(モデル名:BEAMSTAR)を製品化した｡

オフィスのプリント出力を気軽にカラーにしたいとい

う夢を実現するプリンタが,これまでユーザーから強く

求められていた｡現在,市場に出ているカラー インク

ジェット プリンタは,低価格で,所定の用紙使用での印

字品質も優れているが,オフィス用にはまだ浸透できて

いないものと考える｡

R立製作所は,ユーザーが求めているオフィス用のカ

ラープリンタとは,現在使っているモノクロのプリンタ

の良い点をすべて踏襲しながら,価格としては追加され

たカラー機能に見合う分だけを上げるものであると考え

た｡このコンセプトを実現するためには,徹底的にシン

プルな構造とする必要がある｡そのためのブレークスルー

技術として,現像ローラをこれまでとは逆に回転させる

｢逆車云現像方式+の開発に成功した｡

逆転現像方式を取り入れたカラー レーザプリンタ

"SL-1''(モデル名:BEAMSTAR)は業界最高7K準の

小型･低価格･高性能の製品であり,これによって当初目

標としたコンセプトを実現することができた｡

"SL-1''のエンジンは,日立製作所以外にも多くのプ

リンタメーカーに採用され,海外の主要雑誌の賃を獲得

するなど,高い評価を得ている｡
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はじめに

オフィスのパソコン出力を気軽にカラー化したいとの

願望が近年,非常に強まってきている｡

プリンタ市場の変遷を図1に示す｡大きな流れは,イ

ンパクトプリンタからノンインパクトプリンタヘ(静音

化),モノクロからカラーヘと変化している｡現在,オフ

ィス用プリンタの主流であるレーザプリンタもモノクロ

からカラーヘの変換が進みはじめた｡

オフィス用プリンタで重要な項目別に,カラーレーザ

方式とカラー インク ジェット方式を比較したものを

表1に示す｡

開発したカラー レーザプリンタ``sL-1''(モデル

名:BEAMSTAR)は,独自開発キー技術の｢逆卒去現像方

式+を核に,表1の各項目で,業界最高の水準を実現し,

オフィス用プリンタとして重要な,(1)小型･軽量化(R

立製作所従来機比÷),(2)厚紙,OHP(0verhreadProjec-

tor)用紙,ラベル用紙などにも印字が可能,(3)消耗品の

交換が容易などの特徴を持っている｡

ここでは,本格的普及を目指して製品化したオフィス用

カラー レーザプリンタ"SL-1''の概要について述べる｡

独自の逆転現像方式

SL-1のシンプル構造の基本となる新技術｢逆転現像方

式+の概念と効果を図2に示す｡同図巾,現像ローラは

感光ベルトと接する位置で,重力と逆方向に回転してい

る｡一般的に,SL-1のように反重力方向に回転させると,

感光ベルトとの接触部へのトナーの安定供給が難しく,

また,トナー詰まりを生じやすいことから,従米は重力

市場の流れ
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図1 プリンタ市場の変遷

レーザプリンタのカラー化が進む｡
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表1 オフィス用プリンタとしてのカラーレーザ方式とカ

ラー インク ジェット方式の比較

価格が市場に受け入れられれば,オフィス用プリンタとして重要

な項目のすべての面でレーザ方式が優れている｡

比較項目
カラーレーザ

方式

カラーインクジェット

方式

印字速度

(ページ/min)

モノクロ 【6 3.5

カラー 4 0.9

画質

印字密度 約24d/mm〈600dpり

画像品質
切れ良 にじみ

文字品質で差大

ネットワーク接続 優れる 劣る

税抜き本体価格(千円) 398 65

ページ当たりランニングコスト(4色)(円/枚)12 2l

カートリッジ当たり

印字枚数(枚)

モノクロ 柑′000 900

カラー 6′000 500

カートリッジ交換頻度 少ない 頻繁

保存性 優れる 退色する

方向に回車云するように設計していた｡

この現像ローラの凹転方向は,感光ベルト,中間転写

ドラムを介して,紙パス方向を決定する｡図2中に｢日

立糸氏パス+と記したシンプルな紙パス方向とシンプルな

プリンタ構造を実現するためには,現像ローラの反重力

‾方向同車云(逆転)が必須である｡これにより,後述の多く

の効果がキ誇られる｡

今回,トナーを安定供給し,トナー目詰まりを解消し

て,現像ローラを逆転させる,独自技術｢逆転現像方式+

の開発に成功した｡

逆転現像方式の効果

逆転現像方式の開発により,非常にシンプルな用紙搬

送が可能となった｡これによって得られるプリンタとし

現像ローラ反重力回転

感光ベルト

中間転写

ドラム

Sさコ

日立紙パス

トナー

シンプル

交換

シンプル紙パス

･小型化

･低価格

･多種用紙対応

･消耗品の交換が容易

他社紙パス

図2 逆転現像方式の概念と効果

現像ローラを逆回転させることにより,オフィス用カラープリン

タで重要な数々の特徴を実現している｡
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ての利点を以下に述べる｡

3.1小型･低価格化,低ランニングコスト化

シンプルなメカニズムの設計によって部品点数を削減

し,小型化(口立製作所従来機比÷),低佃偲化(同÷)に
寄与した｡また,空いたスペースを消耗品の人量収納化

に利用し,低ランニングコスト化胴‡)に成功した｡
3.2 多種用紙対応

SL-1では用紙搬送に大きな曲率を持つ部分がないた

め,厚紙やOHP用紙,ラベル用紙などの腰の強い用紙

も普通紙と同じ径路を通すことができる｡この結果,厚

紙のための特別なトレーを本体に追加する必要もなく,

すべての用紙を同一のトレーから給紙でき,使い方が簡

単で,必要設置面積も最小限にとどめることができる｡

3.3 消耗品のシンプル交換

消耗品の交換方法を図3に示す｡逆転現像方式により,

すべての消耗品を用紙搬送系の手前に配置したため,消

耗品の交換はすべてユーザーが通常の状況で機械を操作

する位置から可能となった｡交換に要するアクションは,

前後,_r二下のスライドを基本としている｡また,次章で

述べる｢1成分現像方式+の採用により,これまでトナ

ーカートリッジと現像カートリッジはイエロー,マゼン

タ,シアン,黒各色とも別々の消耗品になっていたもの

を,今回はトナーカートリッジ内に現像機構を一体化し

て組み込んだ｡これにより,消兼毛品を4種類減らすこと

ができ,使い勝手をさらに向上させた｡

基本性能も大幅に向上

プリンタの基本的性能項目は,｢きれい+,｢速い+,｢安

価+の3一たである｡この3点についても,ユーザーは,

定着オイルボトル

クリーニングロ【ラ

OPCベルトカートリソシ

トナーカートリッジ

級 廃トナーパック

注:略語説明 OPC(Optjca‖⊃roximityCorrection)

図3 消耗品のシンプル交換

ユーザーの通常使用位置で,前後または上下にスライドさせれば

消耗品を交換できるので,シン7Dルでわかりやすい｡

通常使い慣れているモノクロ レーザー プリンタを基

準に評価する｡開発目標は,この号え方を基に決定した｡

4.1モノタロ文字品質の向上

現像方式には,(1)キャリヤと呼ばれる磁性粉の穂から

成る筆でトナーを感光体に接触させる｢2成分現像+と,

(2)トナーを感光体に直接移す｢1成分現像+がある｡1

成分現像では,2成分現像に比べてトナーの飛散が少な

く,切れの良い画像が得られる｡また,現像機の構造が

シンプルになるという利点がある｡

しかし,トナーを直接に,しかもトナー寿命まで安定

に摩擦帯電させ続けることはむずかLく,従来機ではカ

ラーでの1成分化が採用できなかった｡

SL-1では,現像条件を確立し,従来機での列篭散防_lt二技

術もさらに改良して,カラー画像がきれいなだけでなく,

文丁プリントの切れの良さも改善した｡オフィスでの用

途では,まだモノクロ出力の比重が高く,文字プリント

の品質はオフィスプリンタの重要項目である｡

4.2 業界最高級の印字速度

従来機を発売した1993年当時は,オフィス用モノクロ

レーザプリンタの印字速度は毎分12枚であったが,現在

は細分16枚になっている｡カラーで印字できても,モノク

ロの印字速度が遅くては,オフィスには受け入れられない｡

印字速度を高めるには,現像能力と定着能力を上げ,

機械振動によるジッタを減少し,感光ベルトの安定走行

を図る必要がある｡

これらの課題を克服し,色ずれやジッタなどの画像品

質を従来機よりも改善し,トナーカートリッジや定着器

寿命をより長寿命化しながら,従来機比1.3倍の業界最高

級の印字速度,カラープリント毎分4枚,モノクロプリ

ント毎分16枚を実現した｡

ll Windows削)コントローラ
プリンタは,エンジンとコントローラで構成する｡コ

ントローラは,パソコンから受けたデータを実描画デー

タに変換処理する部分である｡

描内データはドットデータであることから,データ量

が大きく,それを処理するために,コントローラには高

速のCl〕U(CentralProcessingUnit)を必要としていた｡

また,WindowsやMacintosh※2)などの種々のプラットフ

ォームに対応するために,パソコンデータをいったんプリ

ンタ用言語(PDL:PrinterDescriptionLanguage)に変え

て転送し,それをプリンタ内のコントローラがドット展開

する方式を採用していた｡高速CPUやPDLへの展開ロゾッ
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クは,コントローラの価格の大きな部分を占めていた｡

今回,コントローラについても,｢きれい+,｢速い+,

｢安価+を実現するため,以‾Fに述べるWindows対応コン

トローラ付きプリンタ"SLl-W(モデル名:BEAM-

STAR-NW)''を開発した｡

5,1独自のデータ圧縮技術

パソコンの高速化は,目覚ましい勢いで進んでいる｡

ドット展開処理をパソコンに任せても,そのためにパソ

コンを占有する時間を気にする必要は事実上なくなっ

た｡また,Windowsで統一されたオフィス機器の比率が

高まり,そこではPDLを使用する必要性もなくなった｡

以上の状況から,ドット展開をパソコンに任せ,Win-

dows環境に絞ったコントローラを開発した｡ここで問題

となるのは,パソコンで展開したデータが大きいため,

パソコンからプリンタヘのデータ転送に時間を要するこ

とである｡この解決には,データの圧縮技術が必要となる｡

一般的に知られているJPEG(Joint Photographic

ExpertsGroup)などの圧縮方式では,データによって圧

縮比が異なるため,データ転送時間の短縮効果が期待で

きない場合がある｡逆に,固定圧縮方式では,データロ

スが大きくなるという欠点がある｡

今回,データロスがきわめて小さく,通常の文字やグ

ラフのデータではロスなLという特徴を持つ独自の固定

圧縮方式を開発し,画質を損なわずにデータを圧縮,高

速転送することに成功した｡

5.2 基板一体化による低価格の実現

従来のプリンタには,これまで述べたデータ処理を行

う｢コントローラ基板+と,エンジンのメカニズムを制

御する｢メカニズムコントローラ基板+の二つが別々に

あった｡これは,通常,エンジンメーカーとコントロー

ラメーカーが異なるケースが多いことに起因していた｡

今回のWindowsコントローラ装備のプリンタでは,こ

れを1枚の基根にまとめて一貫生産することで,コント

ローラ部についても大幅な低価格化を実現した｡

5.3 エンジン特性を生かしたカラー処理

コントローラのもう一方の役割は,用紙_Lでの階調や

※1)windowsは,米凶およびその他の同における米国Mi-

crosoftCorp.の電録商標である｡

※2)Macintoshは,米田Apple Computer,Inc.の商品名称

である｡

※3)postscriptは,米囚でのAdobeSystems,Inc.の商標で

ある｡
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濃度,色味などを制御することにある｡パソコンモニタ

とプリンタエンジンでは,色空間が異なる｡自然で欠陥

の少ないカラー画面を再現するためには,エンジン特性

を知り尽くしたカラーマネジメントが必要であり,今回

それを実現した｡

5.4 マルチプラットフォーム対応

WindowsやMacintoshなどが混在する環境に対応す

るため,PostScript※3)コントローラ付きプリンタ(モデ

ル名:BEAMSTAR-NP)も製品化した｡

おわりに

ここでは,このたび商品化したオフィス用カラー レー

ザプリンタ"SL-1”について述べた｡

日立製作所は,デスクトップカラー レーザプリンタ

の先発メーカーとして,ユーザーの要求から,その底に

あるコンセプトを探り出し,今回の製品を開発した｡

この製品がオフィスでのカラー出力化を促進すること

を確信するとともに,今後もさらにユーザーニーズにこ

たえる製品を開発していく考えである｡
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